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『毎朝の習慣』 
増山 和憲 

 

スポーツ選手は、決まった手順を毎日行い、縁起をかつぐ選手も多いと思います。私は縁起をかつい

でいるわけではありませんが、出勤する前に家でほぼ同じことを繰り返しています。その１つに朝食後

はコーヒーを飲むということです。少し時間と手間がかかりますが、豆を挽いてコーヒーを作ります。

コーヒー豆にこだわりはありませんが、豆を挽く音やにおいがなんとも言えません。毎朝、インスタン

トコーヒーとは違う味わいを楽しんでいます。 

出勤時間が早い日は、飲めない日もありますが、コーヒーを飲んで、目を覚まし１日を迎えています。

ある意味１日を迎えるスイッチのようなものかもしれません。 

みなさんにはそのようなスイッチがありますか？これからも、私なりのスイッチを入れながら毎日を

過ごしていきたいです。 

 

 

 

事務所 〒980-0822 仙台市青葉区立町9-7 仙台ＹＭＣＡ内 

TEL: 022-222-7533  FAX： 022-222-2952 

Email：otada@mail.tohoku-gakuin.ac.jp 書記 多田 修 

ブリテン：http://ys-east.jimdo.com/bulletin/sendaihirosegawa/ 

第１例会：毎月第３水曜日・第２例会：毎月第１水曜日  仙台ＹＭＣＡ 18：30 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

２０２２―２０２３年度 主 題（Theme） 

国際会長：（ＩＰ）ウルリック・ラウリドセン(デンマーク)   「輝かそう、あなたの光を」 

アジア太平洋地域会長：（Ａ・Ｐ） チェン・チ・ミン（台湾）  「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 

東日本区理事：（ＲＤ） 佐藤 重良（甲府２１）  「未来に向けて今すぐ行動しよう」 

北東部長： 大久保 知宏（宇都宮）        「クラブのミッションを育てよう」 

仙台広瀬川クラブ会長：  菅野 健        「活動の協働を進め、クラブの活性化を図ろう」 

 

巻頭言 

 

 

                        

THE  Y′Ｓ ＭＥＮ′Ｓ ＣＬＵＢ OF  SENDAI  HIROSEGAWA 

   

今月の聖句 

『主の山に、備えあり』 

創世記22章14節 

       加藤 雄一 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ 
  ２０２３年２月号ブリテン  

通算第139号2023.2.27 
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2022～2023年度 クラブ役員 

会   長 菅野 健 会員増強 加藤 研 ドライバー 佐藤 健吾 

副 会 長 加藤 研 E M C 布宮 圭子 ドライバー 増山 和憲 

書   記 多田 修 D B C 菅野 健 メネット会長 多田 純子 

会   計 多田 修 D B C 村井 伸夫 ブリテン 増山 和憲 

副 会 計 本野日出子 ユース 佐藤 剛 ブリテン・聖句 加藤 雄一 

会計補佐 多田 純子 ユース 清水川 洋 メネット会 加藤 真紀子 

監 査 高篠 伸子 YMCAサービス 門脇 秀知 メネット会 門脇 たまえ 

地域奉仕 阿部 松男 YMCAサービス 佐藤 善人 担当主事 増山 和憲 

C S 本野日出子     

２月第１・第２合同例会  強調月間：ＴＯＦ 

在籍者 １５名 出席者 ７名 メイキャップ ０名 出席率 ４６％ 

メネット ２名 ゲスト・ビジター  ２名 ニコニコ ７，０００円 

◆２月第１・第２合同例会報告◆ 

日 時：２月１５日（水）１８：３０～ 

場 所：仙台ＹＭＣＡ立町会館 

ゲスト：バートルエルデネダライ（東北・モンゴル友好協会 事務局長） 

    加藤重雄 

タイトル：「思い出のランドセル寄贈」について 

参加者：阿部メン、加藤研メン、加藤雄一メン、菅野メン、加藤メネット、佐藤善人メン、多田メン 

多田メネット、増山 

◆菅野会長の挨拶から始まり、加藤雄一メンと共にお祈りをささげ、２月の例会が始まりました。久々に

ゲストを迎えての例会では、モンゴルの子どもたちにランドセルを届けたプロジェクトについてゲストの

バートルエルデネダライ氏のスピーチとなりました。始めにモンゴルの生活や習慣などを聞き、モンゴル

にランドセルを届けることになった経緯が話されました。石巻に届けられた新品５００個・中古３００個

のランドセルを積んだコンテナは船で中国に渡り、陸路でモンゴルに届けられたそうです。コロナの関係

もあり予定が遅れ、３ヶ月ほどかかったとの事でした。本来であればランドセルに荷物を入れて登校でき

たはずが、ランドセルの到着が遅れた為、子どもたちはビニール袋に荷物を入れて登校していたそうです。

ランドセルはエルデネダライ村の小学校、１年生１７８名に贈呈されたようです。このプロジェクトは今

後も３年間継続していきたいという事でした。人との繋がりの中で実施できたプロジェクトが子どもたち

の笑顔に繋がっていく。一人ひとりがスピーチに耳を傾けていました。 

 また、ピンクシャツデーの例会でもありましたので、ピンクの物を身に着け、いじめに対して向き合う

機会となりました。人を大切に思い、尊敬し、認め合える世界。広瀬川ワイズメンズクラブから小さな１

歩ですが、大きな１歩へ繋がることを期待しながら例会は終了となりました。 

 

※次ページに写真を掲載しています。ご確認下さい。 

報告：増山 
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【編集後記】 

2 月 22 日（水）はピンクシャツデーでした。仙台ＹＭ

ＣＡでも各施設・部門で取り組んできました。一人ひ

とりがいじめに対して考え、行動していく強さを持て

る導きをしていきたいです。 

【K・M】 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆３月１２日（日）にボランティア感謝会が行われます。

ＹＭＣＡはたくさんのボランティアの皆様に支えられて

います。皆様に感謝しながら素敵な時間を過ごしていきた

いです。 

◆アメリカサンフランシスコのＪＣＣＣＮＣ（北カリフォ

ルニア日本文化交流センター）から１０名の訪問者が来ら

れます。東日本大震災時に仙台ＹＭＣＡに多額の支援をい

ただいた団体でこれまでにも何度も来仙されています。今

回、交流プログラムが３月１３日（月）に行われます。ぜ

ひ、ワイズメンズクラブの皆様にもご参加いただき交流を

深める機会となれば幸です。 

◆ 

 

 

◆３月 １日（水） 

 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第２例会 

◆３月１２日（日） 

 ボランティア感謝会 

◆３月１３日（月） 

 アメリカ日系人との交流プログラム 

◆３月１５日（水） 

 仙台広瀬川ワイズメンズクラブ第１例会 

◆３月１９日（日） 

 仙台ＹＭＣＡ総主事就退任式 

 

 

 

 

ＹＭＣＡ通信 

３月の予定 

２月合同例会写真 

中央：加藤重雄氏 

右：バートルエルデネダライ氏 

ランドセルの確認や掃除を行います 

子どもたちとランドセル 

仙台広瀬川ワイズメンズクラブ例会 

ピンクシャツデー 

モンゴルについて！ 


